
特集

　理学療法においてウィメンズヘルス領域，小児領域とそれぞれ発展を遂げるなか，子どもが健やかに産ま
れ育つ社会をめざすには，各領域をそれぞれ独立した分野ではなく一連の流れとした理学療法の展開を考え
ていく時期にあると考える．今回，各フェーズにおける現状や課題を把握できるよう，それぞれ先駆的に，
他職種とも連携を図りながら取り組みを行ってきた方々にご解説いただいた．多職種連携や地域の実情を踏
まえながら子どもと母をつなぎ支え，子どもが健やかに産まれ育つ社会へ理学療法がどのように寄与できる
か考えるきっかけにされたい．

“子ども”に関する制度と理学療法　小塚直樹，他
　子どもを取り巻く環境は，時代の変遷による社会的背景の影響を受け，成長とともに常に変化する．この
変化が健全であるためには，堅実かつ合理的な社会制度や社会資源と，個々の多様性にフィットする適正な
成育環境が必要である．本稿では，子どもと家庭を取り巻く環境，小児とウィメンズヘルスなどの理学療法
の現状を概観し，子どもと母，および家庭を支える「法と制度」と「理学療法のかかわりに関する意義や課
題」について小児理学療法を担う者の視点も交えて提言したい．

将来の母を支える理学療法―妊娠・産褥期へのかかわり　春本千保子，他
　妊娠・産褥期のマイナートラブルは多岐にわたる．特に妊娠期においては医療機関での対応が限局され，
症状改善に悩む人が多い．
　私たち理学療法士には，妊娠期に生じるさまざまな身体変化を理解し，個別の問題に対する評価と治療を
実施し，介入結果を蓄積することが求められている．本稿では妊娠期の身体変化の知識と，妊娠期に歩行や
日常生活に問題が生じた症例を紹介する．

“子ども”と“母”を
つなぎ支える理学療法

企画　沖原優子
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EOI : essences of the issue 

産後の母を支える理学療法　佐々木聡子

　妊娠・出産による身体的変化に伴い，産後はさまざまなトラブルを生じやすい．トラブルの有無にかかわ
らず，出産直後から育児という新たな活動が開始となる．身体的トラブルは精神的トラブルにつながる例も
あり，産後の育児環境を考慮しながらさまざまな職種での支援が望まれる．助産師・看護師・理学療法士が
チームを組み，訪問での支援を行っている立場から，産後の身体的変化や評価・ケア内容，多職種連携の実
際を解説する．

新生児を支える理学療法　齋藤悟子

　新生児集中治療室（neonatal intensive care unit：NICU）は子どもと母・父が初めて出会う場である．子
どもが生きるためには養育者が必要であり，養育者もまた，子どもの理学療法の対象となる．生まれた子ど
もの成長発達に合わせて，母のウィメンズヘルス領域と小児領域の理学療法を切れ目なく一連の流れとして
提供するには，それぞれ担当する施設の特性などを知り，垣根を越えて共有することが，理学療法のなかで
広義のチーム医療と言える．

地域の子どもを支える理学療法　井上和広

　近年，小児理学療法の対象や支援場所は多様化，複雑化しており，家族支援や地域連携は重要な位置づ
けとなっている．そのなかでも重要な概念が family‒centered care（家族を中心とした介入）である．障害を
もつ子どもたちの理学療法を実践するうえで，それぞれの個別性にも配慮し，ライフサイクルに応じて，家
族との情報共有や協力など柔軟な対応が求められている．

助産師の立場から理学療法士に求めるもの 
―妊産婦と子どもの継続ケア　山本英子

　持続可能な開発目標（sustainable development goals：SDGs）の理念である「誰一人取り残さない」社会
の実現に向けて，子どもと母をつなぎ支える専門職者の存在は非常に重要である．専門性を活かした視点か
ら統合された継続ケアを対象者とともに創造し実践することが望まれる．母子の包括的理解，妊産婦のメン
タルヘルス支援，多職種連携・協働が必要であり，専門分野の知識・技術力とチーム形成力，エビデンスの
構築や人材育成の推進が求められる．
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